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　能登交通安全協会が行う交通安全祈願祭は 1 月 11 日、宇出
津の白山神社で行われました。祈願祭には、交通安全協会員や
能登安全運転者協議会員ら関係者約 30 人が参加。今年一年の
交通安全を祈りました。
　神事が執り行われた後、能登交通安全協会の新平悠紀夫会長
は「今年一年が死亡事故のない年になるよう皆さんのご協力を
お願いします」とあいさつ。寺西能登警察署長は「反射材着用
の普及をさらに呼びかけていきたい」と話し、死亡事故ゼロに
向けて決意を新たにしていました。

交通死亡事故「ゼロ」を目指して
交通安全祈願祭 勇壮な太鼓を披露する保存会員

弥栄太鼓初打ち奉納

　毎年 1 月 7 日の午前 0 時から行われる弥栄太鼓（町指定無
形民俗文化財）の初打ち奉納。今年も宇出津八坂神社には約
100 人が初詣や見物に訪れ、保存会員による勇壮な太鼓に魅了
されました。
　弥栄太鼓保存会は昭和 47 年 4 月に結成され、今年で 39 年
目を迎えました。現在は会員約 20 人が所属し、県内外で保存
継承活動を続けています。保存会長の本谷順一さんが「皆さん
の今年一年のイヤサカを祈願し初打ちを奉納します」とあいさ
つした後、会員らは力強いバチさばきを披露しました。

一年のイヤサカを祈る初打ち

一年間の交通安全を祈願する参列者

1 月
水木由一さん宅のビニールハウスから搬出する NPO メンバー

のとキリシマの魅力を首都圏へ
のとキリシマツツジを大船植物園へ搬送

　のとキリシマツツジの保護活動に取り組むＮＰＯ法人「のと
キリシマツツジの郷」は 1 月 12 日、神奈川県立フラワーセン
ター大船植物園で開く「のとキリシマツツジ展」に向け、のと
キリシマツツジの盆栽と苗木をトラックに積み込みました。
　首都圏での展示会は、昨年３月の新宿御苑（東京都）に続い
て２回目。のとキリシマツツジを能登の魅力として発信し、交
流人口拡大などにつなげることが狙いです。大船植物園での展
示会は３月１日から６日までで、５日午後にはシンポジウムが
開かれます。

　屋内テニスコート「WAVE のと」の完成 20 周年を祝う記念
事業が、1 月 22 日と 23 日に開催されました。
　22 日は、よさこいやダンスのほか、キッズテニスや初心者
テニス教室、ボレー大会など、さまざまなイベントが開催。会
場内には、フリーマーケットや足湯、ネイルケアなどのお店も
出店し、にぎわいを見せていました。
　22 日午後からは町民エンジョイテニス大会、23 日には 20
周年記念テニス大会も開催され、テニス愛好家らが日ごろの練
習の成果を発揮して熱戦を繰り広げていました。

テニスの町を支え続けて20年
WAVEのと20周年記念事業

　12 月 18 日、「クリスマスの ECO キャンドルづくり」が宮地
交流宿泊所こぶしで行われ、参加者 12 人が家庭から出た廃食
用油でカラフルなロウソクを作りました。
　エコキャンドルは、油を温めながら凝固材を入れ、クレヨン
で装飾した後、芯の付いた容器に流し込んで冷ませば出来上が
りです。参加者からは「家庭でもやってみよう」などと好評で
した。キャンドルづくりの後は、身近にある資源のクイズなど
をしながら、木質ペレットで焼いたホットケーキでクリスマス
会を行い、バイオマスについて理解を深めました。

エコキャンドルに火をともす参加者

廃食用油をキャンドルに再生
バイオマスで止めよう地球温暖化！

エコなお菓子作りを体験する参加者

バイオマスで止めよう地球温暖化！

　「調理野菜くずを使った ECO お菓子づくり」は 1 月 15 日、
宮地交流宿泊所こぶしで行われ、参加者 15 人が家庭から出る
野菜くずや豆腐のおからを使ってお菓子を作りました。
　普段は捨ててしまうニンジンの皮をミキサーですりつぶし、
クッキー生地に混ぜて焼くだけで野菜クッキーができること
や、お豆腐屋さんから沢山出るおからをフライパンで炒り、ホッ
トケーキミックスと混ぜて油で揚げれば、おからドーナツがで
きることを学びました。参加者からは「家庭でも簡単に作れる
のでお母さんに教えよう」という声も聞かれました。

野菜くずからおいしいおやつ

参加者全員でジャザサイズに挑戦

▲ 次々と寒ブリをさばく熟練
の技を見物しながら、お目当
てのブリを品定めする来場者

▲午後から行われた魚さば
き体験。さばやイカなどを
職人の手ほどきを受けなが
らさばきました

　能登の寒ブリを県内外にアピールする「寒ぶりまつり」は 1 月 16 日、
宇出津商店街特設会場で開催されました。会場には新鮮な寒ブリを求
めて約 3,000 人が来場。刺身やブリ大根、寒ブリのどんぶりなど、さ
まざまなブリ料理を味わっていました。
　メーンの寒ブリ解体では、この日宇出津港で水揚げされたばかりの
寒ブリ約 100 本が職人たちの手で次々とさばかれ、飛ぶように売れて
いました。

寒ぶりまつり

冬の味覚の王様、寒ブリに舌鼓
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【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

子ども手当

能登町労働保険緊急助成金

文化財防ぎょ訓練

青年国際交流事業

電子証明書

地上デジタル放送

お知らせ

お知らせ

消防

お知らせ

お知らせ

お知らせ

子ども手当の支給日が近づいてきました

「醸しの里」をキーワードに地域おこし

3月31日までに申請手続きをお願いします

文化財保護のために各種訓練を実施

青年国際交流事業に参加しませんか

電子証明書の有効期限は3年間です

町民税非課税世帯に簡易チューナーを
無償給付します

問町民課   ☎ 62-8500

　子ども手当の支給は 6 月・10 月・2 月の年 3 回で、
2 月分は 2 月 15 日㈫に支給予定です。通知書は送付
しませんので入金の確認をお願いします。
※注意：子ども手当の給付をよそおった「振り込め
詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。厚生
労働省や地方自治体などがＡＴＭの操作をお願いする
ことは絶対にありません。不審な電話がかかってきた
り、郵便などが届いた場合には、役場や警察署にご連
絡ください。

　事業主が納めている雇用保険料の一部を助成する能
登町労働保険緊急助成金交付の申請はお済みですか。
本年度分の申請締切りは平成 23 年 3 月 31 日までと
なっています。まだお済みでない場合は、忘れずに申
請手続きをしてください。

〈対象〉能登町に事業所（営業所）があり、労働保険料（雇
用保険料）を納めている事業主
※船員保険の被保険者、国・市町から補助金などを
受けている団体、農協・漁協・森林組合、病院・医院、
金融機関のほか、税などに未納がある場合は助成を受
けられません。

〈助成額〉平成 21 年度分の保険料のうち、従業員に
係る事業者負担額の 100 分の 20 以内

〈申請手続き〉ふるさと振興課、柳田・内浦サービス室、
支所・出張所に備えてある申請書に必要事項を記入し、
平成 21 年度分の納入通知書と領収書および確定保険
料（平成 22 年度納入通知書）のわかる書類の写しを
添付して申請してください。

〈注意事項〉
①町から各事業所への案内通知などはありません。
②この助成制度期間は、平成 23 年度までです。

　1 月 26 日は「文化財防火デー」。昭和 24 年に法隆
寺の壁画が焼失したことをきっかけに制定され、全国
各地でさまざまな取り組みが実施されています。
　能登町では、1 月 23 日に平等寺（寺分）で文化財
防ぎょ訓練が行われ、消防署員、消防団員らが消火活
動を実施しました。
　訓練に先立ち、施設の防火点検、初期消火訓練、避
難行動訓練も行われ、関係者らは万が一の場合の行動
確認し、防火意識を高めていました。

　内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育成
するため、さまざまな国際交流事業を実施しています。
現在、平成 23 年度の
○国際青年育成交流
○日本・中国青年親善交流
○日本・韓国青年親善交流
○青年社会活動コアリーダー育成プログラム
○世界青年の船
○東南アジア青年の船
事業の参加青年を募集しています。
問内閣府子ども若者・子育て施策総合推進室国際企画
担当☎ 03-3581-1181　http://www.cao.go.jp/koryu/
または石川県国際交流課☎ 076-225-1382 まで

　公的個人認証サービスの電子証明書の有効期間は、
発行の日から３年間です。有効期間が満了すると電子
証明書が失効し、国税の申告などの行政機関への電子
申請ができなくなります。
　既に失効している人で再び発行を希望される人は、
新規発行の手続き
が必要です。
　有効期間満了間
近の人で更新を希
望される人は、更
新手続をお願いし
ます。

○有効期間の確認方法
　次のいずれかの方法で確認できます。
・電子証明書の写し（電子証明書発行時にお渡しした
紙）での確認
・公的個人認証サービス利用者クライアントソフトの
「証明書表示ツール」による確認

○更新手続のとき、持参していただくもの
・住民基本台帳カード
・本人確認の書類 ( パスポート・免許証・許可証など
顔写真付きの公的証明書 )
　※顔写真付き住民基本台帳カードをお持ちの場合、
本人確認書類は不要です。
・発行手数料（500 円）

○発行窓口・提出先
町民課（能都庁舎）

※注意事項
　住所の変更など電子証明書の記載事項に変更が生じ
た場合は、3 年以内であっても失効します。
　電子証明書の有効性確認は、公的個人認証サービス
ポータルサイトの「オンライン窓口」でも行うことが
できます。

○支援の対象世帯
・世帯全員が町民税非課税の措置を受けている。
・地上デジタル放送がまだ視聴できていない。
・NHK と放送受信契約を結んでいる。
○支援の内容
・簡易なチューナーを 1 台お住まいへ配送します。
　※取り付けやアンテナ工事などはご自身で行う必要
　　があります
・設置方法や操作方法の電話でのサポートがあります。
○申請手続き（平成 23 年 7 月 24 日まで：消印有効）
・申請書は役場各サービス室、支所出張所に配置して  
   あります。
・住民票、町民税非課税証明書が必要となります。発
   行手数料は支援対象外です。

〈申請および問い合わせ先〉
総務省　地デジチューナー支援実施センター
　☎ 0570-023724（ナビダイヤル）

☎ 043-332-2525（ナビダイヤルが使えない場合）

問健康福祉課   ☎ 72-2512

地域づくり総務大臣表彰ニュース

　本年度の地域づくり総務大臣表彰の個人表彰を受け
た数馬嘉雄さん＝宇出津＝が昨年 12 月 24 日、役場
能都庁舎を訪れ、持木町長に受賞の喜びと今後の抱負
を語りました。
　数馬さんは「いしり」のブランド化に取り組んだほ
か、魅力あふれる能登の人々を紹介した「能登人」を
発刊。東京からの地酒列車運行、能登の地酒や食材が
売りである銀座の居酒屋「のとだらぼち」の経営など
に果敢に挑んでいます。
　今回の個人表彰には７人が選ばれており、県内から
の入賞は初めて。珠洲市の大野長一郎さんも一緒に受
賞しています。

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532

「受賞はみんなの力。これからも能登をアピールしていきたい」
と持木町長に語る数馬さん

消火活動を実施する消防団員と消防署職員
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２月の納期税金

固定資産（都市計画）税第４期、国民健康
保険税第８期の納期限は2月28日㈪です



【入札結果】
12月16日～1月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（1工区） 藤波 教育委員会事務局 31,080,000 円 鈴平建設㈱

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（2工区） 藤波 教育委員会事務局 24,601,500 円 須美矢建設㈱

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（3工区） 藤波 教育委員会事務局 31,657,500 円 ㈱鼎建設

柳田地区　簡易水道再編推進事業　
舗装本復旧工事（重年・米山地内） 柳田 上下水道課 17,640,000 円 島屋建設㈱

町道 2級宇出津 8号線　道路災害復旧工事 宇出津 建設課 12,915,000 円 鈴平建設㈱

柳田地区　笹川工区　排水路整備工事 笹川 農林水産課 11,655,000 円 北能産業㈱

町道 2級笹川十郎原 1号線　道路改良工事（舗装工）
その 2 十郎原 建設課 12,285,000 円 島屋建設㈱

町道 1級神和住柳田 1号線　道路改良工事（舗装工） 柳田 建設課 9,187,500 円 丸建道路㈱

町道 2級小木市之瀬 1号線　道路改良工事（舗装工） 市之瀬 建設課 8,662,500 円 ㈱ソテック

普通河川山崎川　河川災害復旧工事 程谷 建設課 5,040,000 円 ㈱橋本建設

町道鈴ヶ嶺 10 号線　災害防除工事 鈴ヶ嶺 建設課 12,915,000 円 ㈲モアグリーン

町道 1級笹川宇出津 1号線　道路改良工事（舗装工） 上町 建設課 15,750,000 円 北川ヒューテック㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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対
象
と
な
る
人
は
、
大
学
な
ど
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
本
人

の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の

人
と
な
り
ま
す
。

問
七
尾
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
６
７
―
53
―
６
５
１
１

シ
リ
ー
ズ
国
民
年
金
⑤

多
文
化
共
生
の
と
び
ら

た  

ぶ
ん
か   

き
ょ
う
せ
い

今こ
ん
げ
つ月

16
日に

ち

は
柳や

な
ぎ
だ田
で
国こ

く
さ
い際
交こ

う
り
ゅ
う流
サ
ロ
ン

が
、
現げ
ん
ち地

で
学ま
な

ん
だ
こ
と
な
ど
を

紹し
ょ
う
か
い
介
し
ま
し
た
。

　

滝た
き
か
わ川
さ
ん
は
平へ
い
せ
い成

20
年ね
ん

9
月が
つ

か
ら

2
年ね
ん
か
ん間

、
タ
ン
ザ
ニ
ア
南な
ん
ぶ部

の
町ま
ち

・

ゾ
ン
ゲ
ア
で
感
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

染
症
対た
い
さ
く策
に
従じ
ゅ
う
じ事
。

水み
ず

が
な
い
と
衛え
い
せ
い
か
ん
き
ょ
う

生
環
境
が
悪あ
っ
か化

し

感か
ん
せ
ん
し
ょ
う

染
症
が
広ひ
ろ

が
る
と
考
か
ん
が

え
、
乾か
ん
き期

の

9
月が
つ

か
ら
2
月が
つ

ま
で
の
間
あ
い
だ
、
井い

ど戸
が

使し
よ
う用

で
き
な
い
小し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
で
井い

ど戸
の

整せ
い
び備
や
手て
あ
ら洗
い
運う
ん
ど
う動
に
取と

り
組く

ん
だ

こ
と
な
ど
を
話は
な

し
ま
し
た
。

　

地ち
い
き域

住じ
ゅ
う
み
ん

民
の
皆み
な

さ
ん
と
在
ざ
い
じ
ゅ
う住

外が
い
こ
く国

人じ
ん

と
が
交
こ
う
り
ゅ
う流
す
る
本ほ
ん
ね
ん
ど

年
度
最さ
い
ご後
の
国こ
く

際さ
い

交こ
う
り
ゅ
う
流
サ
ロ
ン
は
、
2
月が
つ

16
日に
ち

午ご

ご後

5
時じ

30
分ふ
ん

か
ら
柳や
な
ぎ
だ田

山さ
ん
そ
ん
か
い
は
つ

村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開か
い
さ
い催
さ
れ
ま
す
。

　

初は
じ

め
に
、
多た
ぶ
ん
か

文
化
共き
ょ
う
せ
い生

推す
い
し
ん
い
ん

進
員

で
あ
る
浅あ
さ
い井

麗れ
い
か華

さ
ん
の
指し
ど
う導

に
よ

る
水す
い

ギ
ョ
ー
ザ
づ
く
り
を
行
お
こ
な
い
ま

す
。
午ご

ご後
7
時じ

か
ら
は
料り
ょ
う
り理

を
囲か
こ

み

な
が
ら
、
浅あ
さ
い井
さ
ん
に
「
春
し
ゅ
ん
せ
つ節
」
に

つ
い
て
お
話は
な

し
し
て
も
ら
い
ま
す
。

「
春
し
ゅ
ん
せ
つ節

」
は
中
ち
ゅ
う
ご
く国

や
台た
い
わ
ん湾

の
旧
き
ゅ
う

正し
ょ
う
が
つ月

で
、
中ち
ゅ
う
か
け
ん

華
圏
で
最
も
っ
と
も
重
じ
ゅ
う
よ
う要
と
さ
れ
る

祝し
ゅ
く
さ
い
じ
つ

祭
日
で
す
。

　

国こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う

際
交
流
に
興き
ょ
う
み味

の
あ
る
人ひ
と

や
、

い
ろ
い
ろ
な
国く
に

の
人ひ
と

と
話
は
な
し

を
し
て
み

た
い
人ひ
と

は
、
お
気き
が
る軽
に
ご
参さ
ん
か加
く
だ

さ
い
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
体た
い
け
ん験

を
紹
し
ょ
う
か
い介

　

昨さ
く
ね
ん年

12
月が
つ

15
日に
ち

に
開ひ
ら

か
れ
た
第だ
い

4

回か
い

サ
ロ
ン
で
は
、
国こ
く
さ
い際
協
き
ょ
う
り
ょ
く力
機き
こ
う構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青せ
い
ね
ん
か
い
が
い

年
海
外
協
き
ょ
う
り
ょ
く力

隊た
い
い
ん員

と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
し

た
宇う

し

つ

出
津
出し
ゅ
っ
し
ん
身
の
滝た
き
か
わ川
麻ま

い衣
さ
ん

▼

滝
川
さ
ん
の
同
級
生
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係

　
者
も
参
加
し
た
第
4
回
サ
ロ
ン

H23 年能登町成人式より
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「
広
報
の
と
」

石
川
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル（
広
報
紙

町
の
部

）

6
年
連
続
の
最
優
秀
賞

石川県広報コンクール 全国広報コンクール
広報紙（町） 一枚写真 組み写真 広報紙（町村） 一枚写真 組み写真

平成18年 最優秀賞 優秀賞 最優秀賞

平成19年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞 佳作 4席

平成20年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

平成21年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞 入選

平成22年 最優秀賞 優秀賞 入選

平成23年 最優秀賞 最優秀賞 5月発表予定

　

県
内
市
町
の
広
報
活
動
の
向
上
を

目
的
に
、
石
川
県
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
石
川
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
。
平

成
23
年
の
審
査
が
1
月
20
日
に
行
わ

れ
、
翌
21
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、能
登
町
広
報
紙「
広

報
の
と
」
は
、
広
報
紙
町
の
部
で
6

年
連
続
の
最
優
秀
賞
、
組
み
写
真
の

　
　
　

部
で
も
最
優
秀
賞
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

　

広
報
紙
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
の

は
22
年
12
月
号
。
限
界
集
落
を
テ
ー

マ
に
、春
蘭
の
里
の
取
り
組
み
を「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
と
題
し
て
特
集

し
た
も
の
で
す
。組
み
写
真
の
部
は
、

22
年
11
月
号
の
「
合
鹿
椀
」
特
集
の

2
ペ
ー
ジ
。復
元
の
技
を
テ
ー
マ
に
、

7
枚
の
写
真
で
職
人
の
作
業
現
場
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
2
点
は
、
㈳
日
本
広
報
協
会

が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

平成 22 年 12 月号

平成 22 年 11 月号


